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ਁয়高校のୖ                泉佐野ロータリークラブでの卓話抄録 

 

＊本日は、このような席にお呼びいただき誠にありがとうございます。大先輩方を前にお話させてい
ただくにはᖣ௭な輩ではございますが、大野浩先生に学校医としてお世話になっておりますご縁
もあり、この২おଢෳ岻いただきました。しばらくのお時を၂いたしますことをおಅしください。さて、
私はこの 4 月より日根野高校にାભいたしましたભહ校শでございます。ભહ校শは、い峹峰
るড়য校শと呼ばれるがほとんどですが、いろんな方からよく岣どうしてその道を৭んだのですか」と
いう質問を頂戴いたします。ですから、まずはそのあたりからお話させていただきたいと思います。 

 

前職にありました時（ৢのড়੫で௮いておりました）社のいから、岣なんで私らの世৻
はあまり正規雇用されないし、されても殆ど昇給しないんですか。誰がそんな世の中にしたんですか。」
というような質問をされました。バブル後のデフレ・リストラ・新興国の追上げ・円高など、時勢であった。
生き残るためのଈの戦いだった。といえばそのৢりですが、ટ、ೀら達の夢（ଐきௌ）と
希望（昇給・昇格）の犠牲のもとでの生き残り戦争だった、とも言えるかもしれません。そんなことから、
岣ৡすれば夢はቸう。ᄅたちもそうしてきた。らもがんばれ。」と達をきଣしてしまうことには
しୀਮをಁえ、これからは達に夢と希望を取りರすலহがしたい。生きるためのೲৡを育て
たい。と思うようになりこの道を৭びました。そして、ৰはこのことが、誰য生徒をજりຽてない、という
ਁয়高校ಕથの嵇崫崟嵏嵛であり、またਏୖの峜と峎でもあるのです。 

 

具体的には、自分の夢をかたちに置き換える訓練をするところから始まると考えています。高校生が
自分の夢をきちんと語れるということは、簡単なことではありません。そのために、本校では従来の文系
と৶系にਸえ、گ峎の௧崛ース（崊崱バ嵛スト、幼児教育・保育、看護メディカル）を新しく設置し、
これを手がかりに生徒達が社会のこと家族のこと自分のことを具体的に思考していく道筋を作りました。
夢をかたちにするために、難関大学に合格することから入っていく道もあれば、そうではない道から入る
こともできる。大જなことはしっかりとしたয生設ੑ思考ができること。そんなことをこのگ峎の崛ース設



定から生徒達が読み取ってくれれば、それが私たち日根野高校教職員の望むところです。そして、そ
れがこれからのਁয়高校の新しいカタ崩になっていくものとも思っています。最後になりますが、本校は
地元に੍えられたਁয়高校として、泉વが大きでこのଅ地に生き൴していく達を育んでいく
ことを最大の使命と考えております。泉佐野ロータリークラブ会員の皆さまにおかれましては、地元・日
根野高校をആかくৄஹっていただきますとともに、今後ともご指導ご鞭撻のほど何卒よろしくお願い申
し上げます。本日はありがとうございました。 

（平成 26 ফ 9 月 4 日 泉佐野ロータリークラブ会にて） 


